
 

               

 

 

 

 

 

博物館特別展 を開催します 
  
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 期   間    令和７年１０月２５日（土）～１２月７日（日） 

   前期：１０月２５日（土）～１１月１６日（金） 

               後期：１１月１８日（火）～１２月７日（日）  

※一部資料の展示替えを行います 

休館日：月曜日（ただし１１月３日、2４日は開館）、１１月４日、１１月２５日 

開館時間：９時～１７時（ただし、入館は１６時３０分まで） 

 

２ 会 場    和歌山市立博物館（南海電鉄「和歌山市」駅から徒歩５分） 

〒640-8222 和歌山市湊本町３－２ 

℡：073-423-0003  Fax：073-432-9040 

 

３ 入 館 料   一般：5００円  高校生以下：無料 

１１月１５日（土）、１６日（日）は関西文化の日、 

１１月２２日（土）はふるさと誕生日にちなみ入館無料。 

※団体（２０名以上）は２割引。 

※和歌山市が発行する老人優待利用券をお持ちの方は、本人のみ無料。 

担 当 課 文化振興課（博物館） 

担 当 者 新井・前田 

電    話 ４２３－０００３ 

内  線  

１０代藩主・徳川治宝（1771～1852）は芸術を好み、積極的に振興をはかりました。そのた

め、治宝やその周辺の人々の依頼を受けてつくられた絵画や、工芸品、彫刻など様々な資料が

のこされています。また治宝は社寺への寄進を行い、有職故実を学ぶために絵巻の模写をさ

せるなど、先人から受け継がれた文物に敬意を払い、保護や継承にも取り組みました。 

この特別展では、初公開のものを含めた県内の社寺にある資料や、他府県の博物館施設等

から借用した貴重な資料を展示し、１８世紀末から１９世紀前半にかけて治宝を通して展開さ

れた、紀州の豊かな文化を紹介します。また会期中には、イベントも多数開催いたします。 

資 料 提 供 

令和７年９月２６日 
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※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

及びその介護人は無料。 

 

4 展示資料   86件 

 

５ 関連イベント 

    会場：市立博物館２階 講義室（定員 80名）  

（１）講座     １０月２５日（土） 「住吉派の絵画学習―名所絵と物語絵―」   

和泉市久保惣記念美術館学芸員 後藤健一郎 氏 

 （１）講座     １１月２９日（土） 「徳川治宝による下賜と社寺への寄進」 

市立博物館学芸員 新井美那 

 

（２）講演会・研究報告(和歌山地方史研究会との共催) 

１１月８日（土）和歌山地方史研究会第１５７回例会 

「徳川治宝をめぐる教養と紀州の文化 」 

       13：３0～14：50    報告１「徳川治宝が登用した画家たち」 

市立博物館学芸員 新井美那 

                       報告２「紀州藩領内外にのこる徳川治宝の扁額」 

和歌山城整備企画課学芸員 伊津見孝明 

       1５：00～1６：３0    基調講演「徳川治宝の文事―絵巻模写と有職故実―」 

鹿児島大学准教授 亀井森 氏 

 

（３）展示解説会  各回とも 14：00から１時間程度 

   １１月３日（月・祝）、１１月２３日（日）、１２月６日（土） 

 

（4）開館４０周年記念講座 

    歴代館長のとっておきの話 

    １１月１日（土）13：00～1６：０0 

登壇者  和歌山信愛短期大学非常勤講師  寺西貞弘 氏 

関西大学非常勤講師         額田雅裕 氏 

学習院大学教授            近藤 壮 氏 

司会   市立博物館館長            前田敬彦 



和歌山市立博物館 

令和７年度特別展「紀州の美を統べし殿様―徳川治宝―」 

みどころ紹介 

 

 

 

 

 

 

 

その２ 治宝が画家に描かせた絵巻の模
も

写
しゃ

を展示します 

 

東照宮縁起絵巻５巻 住吉広定筆  大阪城天守閣蔵 

 

書「守学」 徳川治宝筆  個人蔵 

 

朝廷や武家の儀式等における古くからの

作法などを研究する有
ゆう

職
そく

故
こ

実
じつ

に治宝は関心

をもち、参考資料とするために様々な絵巻の

模写をつくらせました。 

大坂城天守閣が所蔵する東照宮縁起絵巻

は、紀州東照宮にある絵巻を模写したもので

す。絵だけでなく、絵巻の外側の裂や金具、

水晶の軸までそっくり似せています。原本の

紀州東照宮のものと並べて展示します。 

 

治宝は自身が書いた額の文字のほか様々なものを社寺に寄進して

います。和歌山市・田尻にある覺應寺には、治宝により釈迦如来坐像

が、２人の側室により阿難立像が、２人の姫（娘)により迦葉立像が

寄進されたほか、十六羅漢のうち 2 躯が和歌山城の女中たちにより

寄進されたとわかります。多人数での寄進によりもたらされた資料

が、まとまってのこる貴重な例として注目されます。この度、初めて

寺外で公開します。 

 

治宝は若い頃から絵を描くことを好みました。

また、力強く大きな文字を書くのが得意でした。 

書「守学」は、治宝の別邸・西
にし

浜
はま

御
ご

殿
てん

にある西御

文庫の額を仕立てるために書かれたものです。金

糸を用いた掛
かけ

軸
じく

の裂
きれ

には葵
あおい

紋
もん

がならび、目を惹
ひ

きます。掛軸に仕立
し た

てる際、表千家 10代・吸江

斎が関わったことを附属する書状から知れます。 

その１ 治宝が手がけた絵や書を展示します 

 

釈迦如来坐像  覺應寺蔵 

 

その 3 県内のお寺や神社に寄
き

進
しん

された品々を展示します 

 






